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市
制
施
行
60
周
年
記
念
平
成
30
年
度

第
47
回
市
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
舞
台
部
門
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル
、

展
示
部
門
は
市
民
会
館
１
階
ホ
ワ
イ
エ
、

実
演
部
門
は
赤
尾
木
城
文
化
伝
承
館「
月

窓
亭
」
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
多
く
の

方
が
観
覧
、
鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、
２
日
間
で
75
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は

曲
に
合
わ
せ
て
の
手
拍
子
や
大
き
な
拍

手
が
盛
ん
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
に
は
書
道
、
文
学
、
写
真
、

華
道
な
ど
の
部
門
か
ら
７
団
体
が
出
展
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
並
び
、
来
場
者

は
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

茶
道
実
演
に
訪
れ
た
方
は
、
は
じ
め
こ

そ
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
お
茶
と
お

菓
子
と
和
や
か
な
雰
囲
気
に
、「
お
い
し

か
っ
た
」と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
文
化
祭
で
は
、
市
制
施
行
60

周
年
、
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ヴ
ィ
ス
ポ
市
（
ポ
ル

ト
ガ
ル
）
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
25
周
年
を
記

念
し
て
、「
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
」
の
２
人
に
よ
る

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
、
フ
ァ
ド
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
謡
）

を
は
じ
め
、
ギ
リ
シ
ャ
、
九
州
、
種
子
島
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
楽
曲
が
各

地
の
写
真
を
バ
ッ
ク
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
ギ
タ
ー
や
マ
ン

ド
リ
ン
な
ど
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
音
色
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

《
個
人
表
彰
》

　

平
原  

優
子
さ
ん
（
写
真
前
列
中
央
右
）

　

松
尾  

佐
和
子
さ
ん
（
〃
中
央
左
）

《
団
体
表
彰
》

　

リ
コ
・
フ
ラ
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス（
写
真
前
列
左
）

　

凰
扇
流
「
弘
貴
会
」（
〃
右
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
ギ
タ
ー

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
文
化
の
継

承
・
指
導
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
が
、

文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
化
功
労
賞
表
彰

×
マ
ン
ド
リ
ン

〜
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
演
〜

秋
祭

芸術 · 文化の
市民
文化
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種
子
島
高
校
生
が

　
　
　

就
業
体
験
学
習

　

10
月
17
日
（
水
）
〜
19
日
（
金
）
の

３
日
間
、
種
子
島
高
校
２
年
生
が
市
役

所
で
就
業
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
市
役
所
で
就
業
体
験
を
行
っ
た

の
は
、
濱
尾
優
大
さ
ん
（
普
通
科
）、

有
馬
武
さ
ん
（
電
気
科
）、
舩
元
慎
太

郎
さ
ん
（
電
気
科
）
の
３
名
。
３
日
間

で
広
報
や
観
光
、
高
齢
者
支
援
、
鉄
砲

館
の
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

３
名
か
ら
は
、「
島
外
、
県
外
の
方
へ

種
子
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
自
分
が
種

子
島
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
重
要
だ
と

感
じ
た
」（
濱
尾
さ
ん
）、「
種
子
島
の

歴
史
を
学
ん
だ
こ
と
、
高
齢
者
の
方
々

と
体
操
を
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

た
」（
有
馬
さ
ん
）、「
も
う
少
し
で
社

会
人
に
な
る
の
で
こ
の
体
験
を
生
か
し

た
い
」（
舩
元
さ
ん
）
と
そ
れ
ぞ
れ
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲左から濱尾さん、舩元さん、有馬さん

㈱
地
方
創
生
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ラ
ボ
と
立
地
協
定
締
結

　

市
は
、
10
月

31
日
（
水
）、
㈱

地
方
創
生
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ラ
ボ

（
新
井
一
真
代
表

取
締
役
）
と
、

立
地
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

今
回
の
立
地
協

定
は
、
同
社
が
首
都
圏
で
電
力
販
売
事

業
へ
進
出
し
、
本
市
に
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ

ス
（
経
理
、
会
計
、
総
務
、
庶
務
な
ど

の
部
署
や
業
務
）
を
設
置
し
た
こ
と
に

伴
い
、
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

本
市
の
事
業
所
で
は
、
光
回
線
を
活

用
し
て
、
ウ
ェ
ブ
対
応
や
顧
客
管
理
、

請
求
事
務
な
ど
の
業
務
全
般
を
行
い
ま

す
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｔ
業
務
や
離
島
暮
ら

し
に
興
味
を
持
つ
若
者
、
島
外
の
求
職

者
を
中
心
に
雇
用
し
て
い
く
予
定
で
、

今
年
度
は
４
名
の
新
規
雇
用
、
３
年
後

に
は
20
名
の
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
都
市
部
企
業
の
地
方
へ
の
事

業
進
出
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
本
市
へ

の
新
た
な
企
業
進
出
や
、
新
た
な
雇
用

の
確
立
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
で
、
市
の
立
地
企

業
は
９
事
業
者
と
な
り
、
現
在
ま
で
に

70
名
以
上
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

10
月
30
日
（
火
）
〜
11
月
１
日
（
木
）

の
３
日
間
、
馬
毛
島
で
戦
没
者
遺
骨
の

収
集
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
７
年
発
行
の
「
種
子
島
を
語

る
」
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。「
二
十
年
二
月
、
り
う
丸
が
種

子
島
西
海
上
で
撃
沈
さ
れ
、
兵
隊
の
死

体
が
流
れ
て
き
た
。
馬
毛
島
で
は
生
き

て
流
れ
着
い
た
兵
隊
も
い
る
と
思
わ
れ

る
。（
一
部
抜
粋
）」

　

ま
た
、
馬
毛
島
に
流
れ
着
い
た
兵
隊

の
遺
体
を
埋
葬
し
た
と
い
う
話
が
住
民

の
間
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
が
厚
生
労

働
省
へ
依
頼
し
、
今
回
の
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
元
島
民
の
方
４

名
の
証
言
に
基
づ
き
、
馬
毛
島
の
４
か

所
で
発
掘
作
業
を
実
施
。
そ
の
う
ち
池

田
小
屋
近
く
の
砂
浜
か
ら
、
１
人
分
の

ほ
ぼ
完
全
な
形
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
近
辺
か
ら
は
複
数

の
細
か
な
人
骨
片
も
見
つ
か
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
人
骨
の
年
代
測
定
な
ど
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
後
戦
没
者
の
遺
骨
か
、

よ
り
古
い
年
代
の
人
骨
か
ど
う
か
、
判

断
す
る
予
定
で
す
。

  
１
人
分
の
人
骨
を
発
見

　
　
　
　

馬
毛
島
遺
骨
収
集
調
査
を
実
施

▲重機による試掘作業（住吉小屋） ▲人骨が発見された池田小屋での試掘作業
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

10
14
園
田
さ
く
ら
さ
ん
準
優
勝
！　

全
日
本
小
学
生
女
子
相
撲
大
会

《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　

第
15
回
全
日
本
中
学
生
女
子
相
撲
大

会
、
第
21
回
全
日
本
小
学
生
女
子
相
撲

大
会
が
大
阪
府
堺
市
大
浜
公
園
相
撲
場

で
行
わ
れ
、
中
島
雫
さ
ん
（
種
子
島
中

１
年
）、
園
田
さ
く
ら
さ
ん
（
現
和
小
６

年
）、
鮫
島
妃
奈
さ
ん
（
榕
城
小
４
年
）、

吉
元
芯
さ
ん
（
下
西
小
４
年
）
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

各
選
手
が
練
習
で
培
っ
た
力
強
い
取

組
を
見
せ
、
な
か
で
も
園
田
さ
ん
は
、

小
学
６
年
生
60
㎏
以
上
級
で
準
優
勝
と

い
う
結
果
を
残
し
、
全
国
の
舞
台
で
大

活
躍
し
ま
し
た
。

110000
1114

右から園田さん、吉元さん、鮫島さん、中島さん

1010000
14
今
年
も
大
盛
況
！　

第
11
回
お
魚
祭
り
開
催

　

第
11
回
た
ね
が
し
ま
お
魚
祭
り
が
、

種
子
島
漁
協
製
氷
冷
蔵
施
設
前
で
開
催

さ
れ
、
老
若
男
女
た
く
さ
ん
の
来
場
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
模
擬
せ
り
大
会
や
、
魚

の
解
体
シ
ョ
ー
、
キ
ビ
ナ
ゴ
試
食
、
魚

の
つ
か
み
ど
り
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
午
か
ら
は
、
イ
セ
エ
ビ
の
味
噌
汁
、

タ
コ
め
し
、
ト
コ
ロ
テ
ン
フ
ル
ー
ツ
ポ

ン
チ
、
カ
ン
パ
チ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
が

無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
そ
の
前
に
は
来

場
客
が
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

模擬セリに参加する来場者

1010000
15
濱
元 

ア
イ
さ
ん
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

濱
元 

ア
イ
さ
ん
の
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
わ
ら
び
苑
を

訪
問
し
、
市
高
齢
者
支
援
課
長
が
お
祝

い
の
言
葉
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

濱
元
さ
ん
は
大
正
７
年
生
ま
れ
。
長

生
き
の
秘
訣
は
、
歌
を
う
た
う
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　

訪
問
の
際
、
濱
元
さ
ん
は
、「
あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を
何
度
も
繰

り
返
し
、
歌
声
も
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

1010000
18
大
瀬
良
行
さ
ん　

今
年
も
か
ら
い
も
を
献
上

　

大
瀬
休
左
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
大
瀬

良
行
さ
ん
が
栖
林
神
社
（
か
ら
い
も
神

社
）
へ
、
収
穫
し
た
か
ら
い
も
を
献
上

し
ま
し
た
。

　

大
瀬
休
左
衛
門
は
、
１
６
９
８
年
に

琉
球
国
王
か
ら
、
時
の
島
主
種
子
島
久

基
に
お
く
ら
れ
た
「
甘
藷
」
の
栽
培
に

成
功
し
た
人
物
。
当
時
飢
饉
や
災
害
に

苦
し
ん
だ
種
子
島
を
、
か
ら
い
も
が

救
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
か
ら
い
も
の

収
穫
時
に
は
、
か
ら
い
も
神
社
と
大
瀬

休
左
衛
門
夫
婦
の
墓
に
供
え
る
習
わ
し

が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

からいもを供える大瀬さん（前列右から 2番目）
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

　

鹿
児
島
県
考
古
学
会
秋
季
大
会
が
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
島
内
外
か
ら
約

90
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

27
日
は
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
成

尾
英
仁
さ
ん
（
伊
集
院
高
等
学
校
教
諭
）

が
「
大
隅
諸
島
の
火
山
噴
出
物
と
津
波

堆
積
物
」、
鮫
嶋
安
豊
さ
ん
（
鉄
砲
館

参
与
）
が
「
種
子
島
の
考
古
学
研
究
の

曙
光
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

28
日
は
、
バ
ス
で
島
内
の
遺
跡
を
巡

る
見
学
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
約
20
名

が
そ
の
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

1010000
27

種
子
島
で
初
開
催
！　

鹿
児
島
県
考
古
学
会
秋
季
大
会

新
し
い
訪
問
入
浴
車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

11111
２

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
新
し
い
「
訪

問
入
浴
車
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
入
浴
車
は
、「
Ｊ
Ｋ
Ａ
競
輪

補
助
事
業
」
を
活
用
し
て
導
入
さ
れ
た

も
の
。
ホ
ー
ス
や
バ
ス
タ
ブ
、ボ
イ
ラ
ー

装
置
、
排
水
ポ
ン
プ
も
備
え
付
け
、
自

宅
浴
槽
で
の
入
浴
が
困
難
な
方
な
ど
の

快
適
な
入
浴
を
支
援
し
ま
す
。

　

入
浴
支
援
が
必
要
な
方
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
℡
２
３
‐
０
１
５
６
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1010000
21
明
る
い
選
挙
を
推
進
！

　

白
ば
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　
「
第
12
回
西
之
表
市
明
る
い
選
挙
推

進
白
ば
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
、
違
反
の
無
い
選
挙

の
推
進
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
36
チ
ー
ム
１
７
８
人
が
参

加
。
西
之
表
市
連
合
青
年
団
チ
ー
ム
な

ど
、
若
い
世
代
の
参
加
者
も
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

く
ろ
し
お
の
芸
術
祭
２
０
１
８

　
　

防
波
堤
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
仲
間
入
り
！
（
榕
城
小
）

111111
２

　
「
く
ろ
し
お
の
芸
術
祭
お
さ
か
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、
ジ
ン
さ

ん
（
韓
国
）
な
ど
、
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
方
々
と
榕
城
小
の
児
童
が
作
品
を

制
作
し
ま
し
た
。

　

魚
の
形
の
板
に
、
児
童
が
思
い
思
い
の

色
を
塗
り
、
色
と
り
ど
り
の
魚
が
完
成
。

　
「
ア
コ
ウ
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
と
び
う
お
、
猫
」

に
続
き
、
今
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ウ
ミ

ガ
メ
」（
表
紙
）。
魚
の
板
を
貼
り
合
わ
せ
、

高
速
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
近
く
の
防
波
堤
に
ウ

ミ
ガ
メ
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

～

28

・
５

完成した魚（板）を眺める児童

車両内部
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

岩
重 

泰
則
さ
ん
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

111111
５

　

岩
重
泰
則
さ
ん
の
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
お
祝
い
す
る
た
め
「
あ
り
が
と
う
」

を
訪
問
し
、
市
長
が
お
祝
い
の
言
葉
と

花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

岩
重
泰
則
さ
ん
は
大
正
７
年
生
ま
れ
。

長
年
、
漁
業
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
漁

や
海
の
こ
と
を
よ
く
話
す
そ
う
で
す
。

　

訪
問
の
際
は
笑
顔
も
見
ら
れ
、
ご
家

族
も
、
泰
則
さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎
え

た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

111111
６
本
立
シ
ニ
ア
会　

県
知
事
表
彰
を
受
賞

　

本
立
シ
ニ
ア
会
（
山
下
陽
一
会
長
）

が
、「
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地
域
貢

献
活
動
団
体
」
表
彰
を
受
賞
し
、
こ
の

日
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
立
シ
ニ
ア
会
の
活
動
は
８
年
目
。

高
齢
者
見
守
り
支
援
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
に
よ
る
地
域
の
子
ど
も
、
高
齢

者
の
交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
が

高
齢
社
会
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

11111
３
戦
没
者
追
悼
式
・
奉
納
相
撲

　

平
成
30
年
度
戦
没
者
追
悼
式
及
び
奉

納
相
撲
が
、わ
か
さ
公
園
慰
霊
塔
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
八
板
市
長
を
は
じ
め
、
関

係
者
や
遺
族
の
方
々
が
献
花
を
行
い
、

戦
没
者
に
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

式
後
行
わ
れ
た
奉
納
相
撲
で
は
、
今

年
か
ら
女
子
選
手
も
出
場
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
区
別
対
抗
戦
で
は
下
西
チ
ー
ム
が

優
勝
。
個
人
戦
で
も
大
迫
力
の
戦
い
が

続
き
、
会
場
か
ら
は
大
声
援
と
熱
い
視

線
が
終
始
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【大会成績】　※１位～ 3位のみ、敬称略　※（  ）内は出場校区
種目 優勝 準優勝 ３位

校区対抗団体 下西 榕城 A 現和 A
個
人（
女
子
）

小学３年 榎本  結菜（現和） 榎本  愛菜（現和） ―
小学４年 吉元  芯　（下西） 鮫島  妃奈（榕城） 柳田  千寿（榕城）
小学 5、6年 園田  さくら（現和）宮田  小春（現和） ―

個
人
（
男
子
）

小学 1年 園田  樹　（現和） 畠中  琉伸（現和） 折口  才矢（現和）
小学 2年 園田  大翔　（現和）柳田  ひかる（現和）折口  日馬（現和）
小学３年 柳　  大稀（榕城） 吉元  虎哲（下西） 長瀬  銀次（下西）
小学４年 鎌田  翔真（住吉） 田上  颯　（下西） 德永  絆里（榕城） 
小学５年 和田  弓弦（榕城）榎本 龍太郎（現和）平　  範幸（榕城）
小学６年 上妻  大翔（住吉） 長野  太海（榕城）伊豆元 悠矢（住吉）
中学１年 上妻  大心（下西） 石山  昴　（下西） 宮田  雄心（榕城）
中学２年 羽生  功生（榕城） 榎本  太陽（現和） 小川  龍哉（榕城）
中学３年 德永  卓也（榕城） 奥﨑  大希（国上）小倉　良貴（榕城）
一般の部 中村  翔太（下西） 荒木  大和（榕城） 園田  和樹（現和）

▲戦没者追悼式の様子
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市
長
独
言
№ 20
…
「
種
子
島
牛
」
登
場

　

鹿
児
島
県
産
の
黒
毛
和
牛
は
昨
年
、
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。
種
子
島
の
畜

産
農
家
は
特
に
子
牛
の
生
産
で
、
こ
れ
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
西
之
表

市
で
も
種
子
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
和
牛
に
着
目
し
、
今
季
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
「
種
子
島
牛
」
を
「
自
慢
の
逸
品
」
に
加
え
ま
し
た
。
ス

テ
ー
キ
、
す
き
や
き
、
焼
き
肉
用
な
ど
10
種
類
を
そ
ろ
え
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
（
担
当
は
経
済
観
光
課
ふ
る
さ
と
納

税
推
進
係
）。

　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
２
０
０
９
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。
納
税
者
へ

の
返
礼
品
は
安
納
芋
を
代
表
と
す
る
農
産
物
、

ア
サ
ヒ
ガ
ニ
、
キ
ビ
ナ
ゴ
な
ど
の
海
産
物
ほ

か
、
焼
酎
、
菓
子
、
包
丁
と
い
っ
た
特
産
品

な
ど
計
約
百
種
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

寄
付
は
２
０
１
６
年
度
に
約
７
２
０
０
万

円
、
昨
年
度
は
約
６
９
０
０
万
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。
人
口
減
少
と
財
源
難
に
悩
む
本
市

に
と
っ
て
、
財
政
支
援
と
な
る
寄
付
は
大
変

あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
今
後
も
返
礼
品
の

品
ぞ
ろ
え
を
豊
か
に
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
種
子
島
を
離
れ
て
異
郷
に

暮
ら
す
人
た
ち
に
「
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」
の
勧
誘
も
し
て
い
ま
す
。
全
国
に
散

る
出
郷
者
に
応
援
し
て
も
ら
う
目
的
で
２
０
０
８
年
４
月
に
設
立
し
、
今
年
９

月
末
の
会
員
数
は
３
０
９
人
で
す
。
会
員
に
は
、ふ
る
さ
と
応
援
隊
事
務
局
（
地

域
支
援
課
協
働
推
進
係
）か
ら「
市
政
の
窓
」を
毎
月
、「
ふ
る
さ
と
応
援
隊
新
聞
」

を
年
４
回
送
り
、
地
元
行
事
、
産
業
の
取
り
組
み
な
ど
島
の
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け

て
い
ま
す
（
年
会
費
３
千
円
）。

　

出
郷
者
の
団
体
に
は
関
東
種
子
島
会
、
関
西
種
子
島
あ
か
お
ぎ
会
、
東
海
西

之
表
会
、
種
子
島
北
部
九
州
会
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
４
団
体
の
会
員
は
合
計
約

千
百
人
を
数
え
ま
す
。
私
も
年
に
１
度
の
総
会
な
ど
に
出
か
け
て
参
加
す
る
た

び
に
、
皆
さ
ん
の
故
郷
に
寄
せ
る
思
い
を
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

８月に行われた西之表市畜産共進会

【材料】（4人分）
鶏ひき肉　　　　　　………　200 ｇ
卵　　　　　　　　　………　2個
溶き卵　　　　　　　………　1/2 個分
しょうゆ　　　　　　………　60ml
みりん　　　　　　　………　60ml
だし　　　　　　　　………　480ml

【作り方】
①　堅ゆで卵をつくる。
②　ボウルに鶏ひき肉を入れ、手でよく練る。粘りが出てきたら溶き卵を加え、さらに練る。　
③　まな板の上にガーゼを敷き、②をのせて約 1cm厚さに広げ、①のゆで卵を並べて巻く。ほどけな
　いようにたこ糸をらせん状に巻きつけて両端を縛る。
④　なべに※の材料を合わせて煮立て、③を入れて時々回しながら約 15 分間煮る。
⑤　糸とガーゼをはずし、輪切りにする。

第 139弾

日の出卵日和風ミートローフ★種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　電話 24-3233

※
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ご
み
の
収
集
は
、
1
月
1
日
（
火
）
か
ら

１
月
３
日
（
木
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。
休
業

中
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
放
置

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
年
末

の
大
掃
除
な
ど
で
出
る
多
量
の
ご
み
に
つ
い

て
は
、
種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
等
に
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

12
月
31
日
は
、
種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

午
前
中
の
み
、可
燃
ご
み
を
受
け
入
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
年
内
の
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、

布
団
、
畳
の
受
け
入
れ
は
12
月
29
日
（
土
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。
12
月
31
日
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
搬
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
受
け
入
れ
時
間
は
下
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
通
常
と
は
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
し
尿
の
く
み
取
り
に
つ
い
て
》

　

年
末
は
、
し
尿
の
く
み
取
り
依
頼
が
集
中

す
る
た
め
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
12
月
10
日
（
月
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
が
無
い
場
合
、１
月
４
日
（
金
）

か
ら
の
く
み
取
り
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
計
画
的
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り
申
し
込
み
先

　

西
之
表
清
掃
社
℡
２
２
‐
１
６
２
０

　

土
曜
・
祝
日
／
午
前
中
の
み
営
業

　

日
曜
／
休
み

～ 12/30（日） 12/31（月） 1/1（火）
～ 1/3（木）

種子島清掃センター
℡ 28‐3310
（有料）

日　　　休み
月～土　8:30 ～ 17:00
※ 12/16（日）はボランティア清掃ご
みのみ受入れ

8:30 ～ 12:00
※可燃ごみのみ 休み

種子島クリーン産業
℡ 23‐5005
（無料）

日　　　休み
月～土　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00 8：00 ～ 11：00

1/1（火）
～ 1/4（金）
休み

旧牧之峯不燃物埋立地
（無料）

日　　　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 17:00
月～土  13:00 ～ 17:00 9：00 ～ 11：30 休み

年
末
年
始
ご
み
の
収
集
・
持
ち
込
み

し
尿
の
く
み
取
り
の
ご
案
内

　

12
月
16
日
（
日
）
環
境
美
化
の
日
に
、

例
年
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
市
民
総

参
加
に
よ
る
道
路
清
掃
（
地
域
道
路
の

空
き
缶
等
拾
い
）」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
路
清
掃
を
通
し
て
、
地
域

の
道
路
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の
現
状
を

知
り
、
住
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
等
を

な
く
し
、
き
れ
い
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
運
動
を
さ
ら
に
強
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

清
掃
を
行
う
際
は
、
危
険
箇
所
や
交

通
安
全
に
十
分
気
を
付
け
て
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
の
作
業
を
お
願
い
し
ま

す
。（
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

か
地
域
育
成
会
単
位
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
）

【
日
時
】

　

12
月
16
日
（
日
）
８
時
〜
９
時

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
防
災
行

政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

【
場
所
】

　

お
住
ま
い
の
周
辺
道
路
（
集
落
単
位

で
お
願
い
し
ま
す
）

【
作
業
要
領
】

　

清
掃
作
業
で
回
収
し
た
空
き
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
は
、
事
前
に
地
域
に

配
布
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

市
民
清
掃
の
お
知
ら
せ

（
道
路
の
空
き
缶
等
拾
い
）

用
の
ご
み
袋
に
、
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご

み
を
分
別
し
て
入
れ
、
清
掃
終
了
後
に

指
定
さ
れ
た
場
所
（
公
民
館
等
）
に
持

ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
道
路
沿
い
の
タ

イ
ヤ
等
も
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
上
に
放
置
す
る
と
回
収
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ

が
で
き
な
い
物
は
、
回
収
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。（
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
家
電

等
の
う
ち
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
パ

ソ
コ
ン
等
）

　

詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
あ

る
「
ご
み
分
別
の
手
引
き
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
草
払
い
に
よ
る
ご
み
な
ど
は

回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
で
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。（
伐
採
木
・
剪
定
枝
・

竹
・
草
は
旧
牧
之
峯
不
燃
物
埋
立
地
内

の
仮
置
場
で
受
け
入
れ
ま
す
の
で
、
持

ち
込
む
場
合
は
分
別
し
て
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
）

※
受
入
時
間
帯
は
、
日
曜
日
が
９
時
〜

11
時
30
分
、
13
時
〜
17
時
、
平
日
は
13

時
〜
17
時
で
す
。

※
軍
手
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
３
０
３
／
３
０
４

（
次
ペ
ー
ジ
上
段
へ
）
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市
で
は
、
学

校
給
食
セ
ン

タ
ー
「
の
び
っ

子
」
の
平
成
31

年
度
学
校
給
食

物
資
納
入
業
者

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者

を
募
集
し
ま
す

を
募
集
し
ま
す
。

【
納
入
業
者
指
定
条
件
】

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る
こ
と

（
営
業
許
可
証
の
提
出
、
地
元
生
産
者
は

除
く
）

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
（
市
税

完
納
証
明
書
の
提
出
）

③
市
場
取
引
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
地
元
生
産
者
は
除
く
）

④
冷
蔵
・
冷
凍
設
備
が
完
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
（
肉
類
・
魚
介
類
・
冷
凍
食
品

等
の
保
管
）

⑤
１
回
に
最
大
１
５
０
０
人
分
程
度
の

納
品
が
で
き
る
こ
と

⑥
電
話
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑦
従
業
員
の
検
便
証
明
が
学
期
に
１
回

提
出
で
き
る
こ
と

⑧
計
量
器
を
２
基
以
上
所
有
し
て
い
る

こ
と

⑨
自
動
車
を
所
有
し
、
物
品
を
納
品
で

き
る
こ
と
（
肉
類
・
魚
介
類
・
冷
凍
食

品
等
に
つ
い
て
は
、
保
冷
能
力
の
あ
る

運
搬
車
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
）

⑩
使
用
当
日
、
７
時
30
分
か
ら
８
時
30

分
ま
で
に
納
品
で
き
る
こ
と
（
品
目
に

よ
っ
て
は
、
指
定
し
た
時
間
帯
に
従
っ

て
納
品
で
き
る
こ
と
）

【
指
定
納
入
品
目
】
肉
類
、
ハ
ム
・
ベ
ー

コ
ン
類
、
魚
介
類
、
練
製
品
、
卵
、
豆

腐
類
、
野
菜
・
果
物
類
、
調
味
料
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
麺
類
、
一
般
物
資
、
冷
凍

食
品
（
凍
菜
）、
も
や
し
類
、 

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
口
腔
検
診
（
お
口
元
気
歯
ッ

ピ
ー
検
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県

内
の
歯
科
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
か

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
、
平
成
30
年
５

月
末
に
圧
着
ハ
ガ
キ
で
受
診
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元
に
な
い
方
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
た
な
受
診
券
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
過

ご
せ
る
よ
う
、
口
腔
検
診
を
受
け
て
お

口
か
ら
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】
昨
年
度
（
平
成
29
年
度
）

に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

【
検
診
実
施
期
間
】

　

平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

業
務
課
保
健
事
業
担
当

　

℡
０
９
９
‐
２
０
６
‐
１
３
２
９

法
定
調
書
の
提
出
は

　
　
　

１
月
31
日
ま
で

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料
等
を

支
払
っ
た
場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
や
支
払

調
書
な
ど
の
法
定
調
書
（
一
部
を
除
く
）

を
１
年
間
の
支
払
分
を
ま
と
め
て
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
中
の
支
払
に
係
る
法
定
調
書

の
提
出
は
、
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
正
確
に
記

載
し
、期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
定
調
書
の
提
出
義
務
者
（
支

払
者
）
は
、
原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払

を
受
け
る
方
及
び
支
払
者
等
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
ま
た
は
法
人
番
号
を
記
載
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、法
定
調
書
の
種
類
ご
と
に
、前
々

年
に
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
当
該
法
定
調

書
の
枚
数
が
１
０
０
０
枚
以
上
で
あ
る
法

定
調
書
に
つ
い
て
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ま
た

は
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提
出
が
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

提
出
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
種
子
島
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署

　

℡
２
２
‐
０
４
４
０

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

 

乳
製
品
、
乾
物
、
油

【
応
募
方
法
】「
学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
指
定
願
」
等
（
給
食
セ
ン
タ
ー
備

付
）
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

関
係
す
る
証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

　

12
月
25
日
（
火
）
17
時
15
分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー「
の
び
っ
子
」

　

℡
２
３
‐
５
６
６
１

　

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
隊
の
実
動
演

習
「
鎮
西
30
」
の
通
信
訓
練
が
本
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
（
水
）
〜
28
日
（
日
）
は
、

西
方
情
報
隊
が
市
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
、
安
納
球
場
で
、
通
信
機
器
の
設

置
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
通
信
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

⑨ 市政の窓



⑩

中心市街地から市内全体への「にぎわい創出」と元気の源となる「人づくり」
　第５次西之表市長期振興計画（後期計画）の最終年度となった平成 29 年度は、重点推進項目「雇
用の創出、子育て支援、地域の再生」に加え、中心市街地から市内全体への「にぎわい創出」と
元気の源となる「人づくり」を中心に、各分野における諸施策の展開を図りながら行財政基盤の
強化に努めてきました。少子高齢化による社会保障制度の見直しや先送りとなった消費税再増税
問題など国として行財政の安定のための課題は、依然続いています。また、社会環境の変化によ
る既存産業の衰退や所得水準の低下により、雇用の場は失われ、若い世代を中心に人口の流出は
顕著であり、過疎化・高齢化の進展により地域の疲弊が危惧されます。このような状況を打開す
べく各種事業を展開しながら、生活基盤の安定や雇用環境の充実、子育て支援や地域づくりなど、
暮らしやすい環境づくりに引き続き取り組んでいきます。

①平成 29 年度の一般会計決算額…歳入 10,233,579 千円（対前年度比 459,635 千円、4.3％減）、
歳出 9,960,664 千円（対前年比 519,148 千円、5.0％減）で、このうち翌年度に繰り越すべき財源
18,237 千円を差し引いた実質収支額は、254,678 千円の黒字となりました。前年度に比べ、歳入・
歳出決算額ともに減少しました。その主な要因は、平成 28 年度までに行った公共施設再生可能
エネルギー等導入推進事業、榕城分団・女性分団詰所整備事業などの完了によるものや、社会資
本整備総合交付金事業など投資的経費の減少などによるものです。
②経常収支比率…財政指標の一つである「経常収支比率」が 91.1％となり昨年度より 3.6％良化
しました。この指標は、経常的経費に経常一般財源収入がどの程度充当されているかを見るもの
であり、比率が高いほど財政構造の硬直化が進んでいることを表します。引き続き、経常的経費
の見直しを図ります。

Ⅰ平成 30 年度一般会計予算の状況（9月 2 号補正後）

市税の内訳（千円）
市民税　　：582,583
固定資産税：605,661
市たばこ税：135,774
軽自動車税：    71,874
都市計画税：   23,232

民生費
3,350,239
31.9％

総務費
2,056,383
19.6％公債費

1,150,065
10.9％

衛生費
882,599
8.4％

農林水産業費
819,711
7.8％

教育費
720,296
6.8％

その他
1,536,449
14.6％

地方交付税
4,184,822
39.8％

国庫支出金
1,499,637
14.3％

市税
1,419,124
13.5％

県支出金
969,587
9.2％

市債
758,852
7.2％

その他
1,287,953
12.2％

繰入金
395,967
3.8％

歳入（内側）
歳出（外側）
（9月補正予算後）
10,515,742 千円

区　分 平成 29 年度
予算額 執行額 執行率

一　般　会　計 10,515,742 3,978,642 37.8

特
別
会
計

国民健康保険 2,346,361 823,497 35.1
交通災害共済事業 2,640 339 12.8
地方卸売市場 471 30 6.4
介　護　保　険 2,194,701 886,839 40.4

後期高齢者医療保険 225,303 65,010 28.9
計 4,769,476 1,775,715 37.2

合　計 15,285,218 5,754,357 37.6
一般会計（繰越明許費） 40,628 3,213 7.9
合計（繰越明許費含む） 15,325,846 5,757,570 37.6

各会計別予算の執行状況（平成 30 年 9月末現在）　単位：千円、％

 地方交付税の内訳（千円）
 普通交付税：3,685,268
 特別交付税：    499,554

西
之
表
市
の
台
所
事
情

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
財
産
監
理
課
財
政
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
９
・
２
８
３

　

市
で
は
、
11
月
1
日
付
け
で
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
『
西
之
表
市
財
政
事
情
』
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
5
月
と
11
月
の
２
回
公
表
す
る
も
の
で
す
。

■
繰
越
明
許
費
と
は
…
何
ら
か
の
事
由
に

基
づ
き
、
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費

市政の窓



⑪

（千円）

地方交付税
4,291,946
41.9％

市税
1,433,688
14.0％

国庫支出金
1,416,418
13.8％

県支出金
919,556
9.0％

市債
656,221
6.4％

その他
1,200,079
11.7％

繰入金
315,671
3.1％

民生費
3,346,870
33.6％

総務費
1,977,057
19.8％公債費

1,092,463
11.0％

教育費
786,815
7.9％

衛生費
916,115
9.2％

その他
1,124,506
11.3％

農林水産業費
716,838
7.2％ （千円）

【歳入分析】
①地方交付税・・・対前年比＋ 62,400 千円（＋ 1.5％）
となりました。内訳は、普通交付税が 3,745,301 千円で
特別交付税は 546,645 千円です。
②市税・・・対前年度比＋ 28,728 千円（＋ 2.0％）と
なりました。主な増の要因は、収納率の向上であり、
95.4％となっています。内訳は、市民税 591,523 千円、
固定資産税 618,073 千円、軽自動車税 70,316 千円、市た
ばこ税 130,050 千円、都市計画税 23,726 千円となります。
③国庫支出金・・・対前年度比△ 166,326 千円（△
10.5％）となりました。主な減の要因は、社会資本整備
総合交付金や生活保護費の減少や地方創生加速化交付金
や過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業交付金な
どの皆減などです。
④県支出金・・・対前年度比△ 123,708 千円（△ 11.9％）
となりました。主な減の要因は、公共施設可能再生エネ
ルギー等導入推進事業の完了によるものです。
⑤市債・・・対前年度比△ 33,766 千円（△ 4.9％）とな
りました。主な減の要因は、自治体セキュティ強化対策
事業の完了によるものです。

【歳出（目的別）分析】
①民生費・・・対前年度比△ 147,383 千円（△ 4.2％）
となりました。主な減の要因は、国民健康保険特別会計
への繰出金減少や生活保護費の減少によるものです。
②総務費・・・対前年度比△ 327,884 千円（△ 14.2％）
となりました。主な減の要因は、基金積立の減少による
ものです。
③公債費・・・対前年度比△ 12,636 千円（△ 1.1％）と
なりました。主な減の要因は、償還利子の減による影響
です。
④衛生費・・・対前年度比＋ 69,450 千円（＋ 8.2％）と
なりました。増となった大きな要因は、西之表斎苑整備
事業や保健センター改修事業による影響です。
⑤教育費・・・対前年度比＋ 95,154 千円（＋ 13.8％）
となりました。主な増の要因は、下西小学校校舎外壁塗
装改修事業や種子島中学校トイレ改修事業の影響です。
⑥農林水産業費・・・対前年度比△ 106,657 千円（△
13.0％）となりました。主な減の要因は、基盤整備促進
事業、県営畑地帯総合整備事業、県単漁港整備事業、農
地集積バンク事業、園芸産地再生産支援事業などです。

Ⅱ　平成 29 年度一般会計決算の状況
歳入決算額
　　10,233,579 千円

歳出決算額
　　9,960,664 千円

●平成 29 年度決算に伴う公債費負担額、税負担額、歳出額（市民１人当たり）

0
平成 28 年度平成 25 年度 平成 26 年度

公債費負担額

税負担額

歳出額

平成 27 年度 平成 29 年度

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000 900,000

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

72,017

85,131

559,743 68,528

632,865

86,325

71,950

779,846

86,839

71,109

674,333
90,403

71,291

650,004

93,558

市政の窓



⑫

区　分 平成 29 年度決算額 翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支歳入 歳出 差引

一　般　会　計 10,233,579 9,960,664 272,915 18,237 254,678

特
別
会
計

国民健康保険 2,994,355 2,917,457 76,898 0 76,898
交通災害共済事業 2,852 2,536 316 0 316
地方卸売市場 532 461 71 0 71
介　護　保　険 2,204,577 2,137,133 67,444 0 67,444
後期高齢者医療保険 224,775 223,711 1,064 0 1,064

計 5,427,091 5,281,298 145,793 0 145,793
合　計 15,660,670 15,241,962 418,708 18,237 400,471

0

500

1,000

1,500

2,000

9,200

9,600

10,000

10,400

10,800

【単位：百万円（地方債残高）】【単位：百万円（地方債発行額・公債費）】

平成 28 年度平成 25 年度 平成 26 年度

地方債発行額 公債費（元利償還金） 地方債残高

各会計別の決算状況

地方債発行額及び残高、公債費（元利償還金）の推移

【単位：千円】

平成 27 年度

【分 析】 
　地方債（借入金）発行の抑制や繰上償還等により、地方債の残高は年々減少しておりました。
　また、平成 13 年度末には 175 億円もの残高でしたが、平成 26 年度末には 98.8 億円となり約
76 億円（43％）の縮減を図りました。 　
　　しかしながら、平成 27 年度までに、汚泥再生処理センター整備事業、防災拠点中央公民館
（市民会館）改修事業及び新種子島産婦人科医院建設事業などに加え、平成 26 年度の繰越事業（災
害復旧事業など）により、19.3 億円の地方債を発行しており、平成 28 年度は、6.9 億円、平成
29 年度は、発行額は 6.6 億円に減少したものの、平成 29 年度末の地方債残高は、101．3 億円と
なっています。 　
　公債費（毎年の返済額）は、平成 21 年度から平成 24 年度まで繰上償還を実施したこともあり、
平成 15 年度の 21 億円をピークに毎年減少し続け、平成 29 年度は 11 億円となっています。 

平成 29 年度

市政の窓



大野崎墓地（洲之崎）永代使用権を随時募集します
　市では、大野崎墓地の永代使用権（注 1）を随時募集します。（当月分を翌月初めにまとめて抽選し、利
用者を決定します）以下の内容をご理解いただき、お申し込みください。
（注 1）永代使用権とは、土地所有者（市 )との契約により墓地として代々使用できる権利です。

【公募抽選区画】A-12 ～ A-22 の 11 区画、B-2~B-11 の 10 区画
※受付時に区画を指定することになるため、事前に現地の下見をお願いします。

【公募受付期間】12 月 3 日（月）から随時

【受付時に持参するもの】①印鑑（認印可）、②委任状（代理人が申込する場合のみ必要）
※受付時に①印鑑と②委任状の持参がない場合、受付できません。

【その他注意事項】
○「西之表市内に住所を有していること」、「市税に滞納がないこと」、「大野崎墓地・中央墓園墓地に永代
使用権を保有していないこと」、「永代使用権取得後、5年以内に納骨堂等を建立すること」を許可条件と
しますので、当日、誓約書に署名押印をしていただきます。
○後日、本市の住民票及び市税完納証明書（どちらも市民生活課発行）の提出が必要です。
○委任状については、任意様式で構いませんが、市民生活課にも備え付けていますので、必要な方は事前
にお受け取りください。
○永代使用権料（1㎡あたり 9,800 円）を決定後 2週間以内に納付書で入金してください。期日までの入
金がない場合は、辞退したものとみなします。
○区画の大きさは A区画 1.5 ｍ× 2ｍ（3㎡）、B区画 2m× 3m（6㎡）となります。
○当選日から 5年以内に納骨堂等を建立しない場合、許可を取り消すことがあります（西之表市営墓地の
設置及び管理に関する条例）。

■問い合わせ先
　市役所市民生活課環境安全係
　℡ 22‐1111 内線 304

⑬ 市政の窓



ふ
る
さ
と
の
種
子
島
で

　

同
窓
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

同
窓
会
シ
ー
ズ

ン
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
毎
年
、
種
子

島
ふ
る
さ
と
応
援

隊
事
務
局
で
は
各

同
窓
会
へ
、
開
催
祝

い
品
と
し
て
焼
酎

２
升
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
既
に

１
組
の
応
募
が
あ
り
、
開
催
日
程
に
合
わ
せ

て
祝
い
品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

祝
い
品
希
望
の
同
窓
会
の
方
へ
は
、「
種
子

島
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
、
開
催
時
の
写
真
と
報
告
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
写
真
は
、
後
日
「
種

子
島
ふ
る
さ
と
応
援
隊
新
聞
」
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
同
窓
会
の
代
表
の

方
は
市
役
所
地
域
支
援
課
内
種
子
島
ふ
る
さ

と
応
援
隊
事
務
局
（
川
内
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
ふ
る
さ
と
応
援
隊
事
務
局

　
（
市
役
所
３
階
地
域
支
援
課
内
）

　

℡
０
９
９
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
１
４

出
郷
者
会
だ
よ
り

　

あ
ん
と
き
ゃ

　
　

こ
が
ん
じ
ゃ
っ
た

市
制
施
行
60
周
年
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

近
代
設
備
を
誇
る 

喜
志
鹿
崎
灯
台

※
文
字
の
表
記
は
当
時
の
ま
ま

　
「
昭
和
38
年
5
月
1
日
発
行

　
　

市
政
の
窓
№
８
」
か
ら
抜
粋

　

近
代
設
備

を
誇
る
灯
台

が
設
置
さ
れ

て
、
去
る
三

月
十
七
日
か

ら
点
灯
を
開

始
、
地
元
漁
民
は
勿
論
の
こ
と
、
附
近

を
航
行
数
す
る
船
舶
に
安
全
航
海
の
光

を
な
げ
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
灯
台
は
無
人
灯
台
で
装
置
は
す

べ
て
タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
（
時
計
式
自
動

管
制
機
）
と
制
御
盤
の
は
た
ら
き
に
よ

り
、
自
動
的
に
点
、
消
灯
す
る
も
の
で

近
代
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
粋
を
あ
つ

め
て
完
成
、
停
電
の
場
合
は
自
家
発
電

装
置
が
自
動
的
に
働
い
て
点
灯
す
る
仕

組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

又
無
線
設
備
が
併
設
さ
れ
、
毎
日
異

状
の
有
無
を
無
線
で
事
務
所
の
南
種
子

茎
永
灯
台
に
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
熊
毛
地
域
特
産
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

種
子
島
、
屋
久
島
１
市
３
町
や
各
市

町
特
産
品
協
会
等
で
構
成
す
る
熊
毛
地

域
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る
「
熊
毛
地
域
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
」
審
査
会
が
10
月
30
日
（
火
）

に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種
子
島
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
明
治
維
新
１
５
０
周
年
に

関
連
す
る
も
の
な
ど
、
熊
毛
地
域
の
豊

か
な
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い
特
産
品

開
発
の
促
進
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、「
食
品

部
門
」
と
「
工
芸
品
部
門
」
に
計
45
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は

６
事
業
者
が
出
展
し
、
そ
の
う
ち
、「
陶

染
工
房
美
ほ
う
庵
」、「
能
野
焼
福
元
陶

苑
」
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
入
賞
商
品
は
県
の
特
産
品
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

さ
れ
る
な
ど
、
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
さ

れ
ま
す
。

食品部門
商品名 事業者名

最優秀賞 赤米甘酒アイス ㈲新栄物産（南種子町）

優秀賞

屋久鹿ジャーキー SMOKE CABIN ちょく
（屋久島町）

宇
そ ら

宙ちゃんの食べ
る甘酒

JA種子屋久女性部南種子支部
宇
そ ら

宙ちゃん加工グループ
（南種子町）

奨励賞

フィナンシェ ヤク
シマーノ やくしま果鈴（屋久島町）

屋久島畑のピクルス 屋久島ヴィータキッチン（屋久島町）
安納芋の甘納豆 あぐりの里（中種子町）

工芸品部門
商品名 事業者名

最優秀賞 どこでもスツール 福島木工家具店
（屋久島町）

優秀賞

屋久島地杉の曲げ
木スツール

SOLMU PUUT
（屋久島町）

フリーカップ 種子島 陶染工房 美ほう庵（西之表市）

奨励賞

縄文杉往復自力完歩証 樹之香（屋久島町）
西郷どんカップ
” つん” バージョン

能野焼福元陶苑（西
之表市）

ぐい呑みいろいろ 能野焼福元陶苑（西
之表市）

▲フリーカップ種子島（美ほう庵）

▲西郷どんカップ”つん”バー
ジョン（能野焼福元陶苑）
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■
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

10
月
27
日
（
土
）

か
ら
28
日
（
日
）

ま
で
平
成
30
年
度

鹿
児
島
県
考
古
学

会
秋
季
大
会
が
市

民
会
館
で
開
催
さ

れ
、
28
日
の
種
子

島
全
島
を
ま
わ
る

遺
跡
見
学
ツ
ア
ー

に
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

市
民
会
館
を
出
発
し
、
島
内
全
域
の
遺

跡
を
見
学
し
て
い
く
中
で
、
各
市
町
の
文

化
財
担
当
職
員
か
ら
説
明
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

種
子
島
に
残
る
文
明
に
想
い
を
馳
せ
て

№ 191

種子島高校生のオススメ本！
　就業体験学習に来た種子島高校 2年生にお
勧めの本を教えてもらいました！

　

種
子
島
空
港
横

の
三
角
山
遺
跡

群
、
増
田
飛
行
場

跡
か
ら
戸
畑
の
煙

突
、
増
田
海
岸
沿

い
の
鳥
ノ
峯
遺
跡
、

広
田
遺
跡
、
中
種

子
町
坂
井
の
立
切

遺
跡
群
、
上
能
野

貝
塚
な
ど
、
種
子

島
に
は
た
く
さ
ん

の
遺
跡
群
が
あ
る

こ
と
を
皆
さ
ん
は

ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
何
気
な
く

通
っ
て
い
た
道
路
の
横
に
、
旧
石
器
時
代
、

縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
跡
が
残
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
、
そ
の
当
時
の
様
子
に
想
い

を
馳
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
移
動
中
の

バ
ス
車
内
で
も
ク
イ
ズ
形
式
の
楽
し
い
説

明
を
受
け
、
大
変
有
意
義
な
見
学
ツ
ア
ー

と
な
り
ま
し
た
。

▲右から村添さん、牧さん、林さん

『
動
物
の
ク
イ
ズ
図
鑑
』

　

今
泉
忠
明
／
監
修　

学
研
プ
ラ
ス
／
発
行

　

推
薦
：
生
物
生
産
科
２
年　

村
添　

涼
夏
さ
ん

　

み
な
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
図
鑑
よ
り
コ
ン

パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
感
で
、
な
お
か
つ
、
ク
イ
ズ
形
式

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
楽
し
く
情
報
を
取
り
入
れ
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

『
都
会
の
ト
ム
＆
ソ
ー
ヤ
』

　

は
や
み
ね
か
お
る
／
著　

講
談
社
／
発
行

　

推
薦
：
普
通
科
２
年　

牧　

伊
織
さ
ん

　

内
人
と
創
也
と
い
う
２
人
の
中
学
生
が
最
高
に
面

白
い
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
と
い
う
目
標
の
た
め
に
奮
闘

す
る
お
話
で
す
。
気
に
な
っ
た
方
は
是
非
、
手
に
取
っ

て
欲
し
い
で
す
。

『
み
ん
な
の
チ
ャ
ン
ス
』

　

石
井
光
太
／
著　

少
年
写
真
新
聞
社
／
発
行

　

推
薦
：
電
気
科
２
年　

林　

蒼
太
さ
ん

　

勉
強
し
た
く
て
も
で
き
な
い
子
供
達
が
世
界
に
約

４
億
人
い
る
な
か
で
、
日
本
と
い
う
め
ぐ
ま
れ
た
環
境

で
育
っ
た
私
達
は
、
な
ぜ
な
に
も
し
な
い
ん
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
な
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
に
…
そ
ん
な
気
持
ち

が
芽
生
え
る
本
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

消費生活の窓

老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
の

　
　
　
　
　
　

受
け
取
り
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
、
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期
間

及
び
合
算
対
象
期
間
を
合
わ
せ
て
10
年

（
平
成
29
年
７
月
ま
で
は
25
年
）
以
上
あ

る
方
が
請
求
で
き
ま
す
。

■
老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
は
、
原

則
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
。

○
受
け
取
り
の
繰
上
げ
…
希
望
す
れ
ば
60

歳
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

金
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
受
け
取
り
の
繰
下
げ
…
希
望
す
れ
ば
66

歳
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

金
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
原
則
65
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
分
か
ら
受
け
取
り
が
開
始
さ
れ
、
お

亡
く
な
り
に
な
る
月
分
ま
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
繰
上
げ
請
求
…
60
歳
に
達
し
た
日
以
降

に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
繰
下
げ
申
出
…
65
歳
に
達
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
１
年
経
過
し
た
後
に
繰
下
げ
申

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
求
ま
た
は
申
出
を
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
受
取
が
開
始
さ
れ
、
お

亡
く
な
り
に
な
る
月
分
ま
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
そ
の
サ
イ
ト
は
大
丈
夫
？

　
　

悪
質
な
通
販
サ
イ
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
見
ら
れ
る
「
代
金
を
支
払
っ
た
の
に

商
品
が
届
か
な
い
」「
注
文
し
た
商
品
と
異
な
る
も
の
や
偽
物
が

届
い
た
」
等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
悪
質
な
サ
イ
ト
に
よ
る
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◯
「
正
規
の
値
段
よ
り
極
端
に
安
価
で
あ
る
」「
サ
イ
ト
に
正
確

な
運
営
情
報
（
運
営
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
）
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
」「
日
本
語
の
表
現
が
不
自
然
で
あ
る
」「
支
払
方
法
が

銀
行
振
込
の
み
」
等
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◯
支
払
っ
て
し
ま
う
と
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
価

格
の
安
さ
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
少
し
で
も
怪
し
い
、
お
か

し
い
と
思
っ
た
ら
、
利
用
し
な
い
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

受
け
取
り
開
始
年
齢
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ

た
場
合
の
年
金
額

※
受
給
額
は
平
成
30
年
度
ベ
ー
ス
、
40
年
納
付
の
場
合

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
　西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306
　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

【
事
例
１
】

　

息
子
が
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
、
価
格
が
安
か
っ

た
通
販
サ
イ
ト
で
注
文
し
、
料
金
も
支
払
っ
た
が
商
品
が
届
か
な

い
。
入
金
後
は
業
者
か
ら
メ
ー
ル
も
来
な
い
。
サ
イ
ト
に
あ
る
業

者
の
住
所
や
電
話
番
号
は
で
た
ら
め
の
よ
う
だ
。

【
事
例
２
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
か
ら
見
た
サ
イ
ト
で
、「
定
価
８
万
円
の
革
の

バ
ッ
グ
が
今
な
ら
約
８
千
円
」
と
あ
っ
た
の
で
、
注
文
し
て
代
引

き
で
支
払
っ
た
。
開
封
し
た
と
こ
ろ
、
申
し
込
ん
だ
も
の
と
は
違

う
ビ
ニ
ー
ル
製
の
バ
ッ
グ
が
入
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
連
絡
が
取

れ
な
い
。

※
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
か
ら
抜
粋

〇
年
金
受
給
率
は
生
涯
同
じ
で
す
。

【
繰
上
げ
の
注
意
点
】

・
寡
婦
年
金
、
事
後
重
傷
な
ど
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

・
65
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
遺

族
年
金
を
併
給
で
き
ま
せ
ん
。

・
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

・
保
険
料
免
除
期
間
へ
の
追
納
制
度
が
利

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
繰
下
げ
の
注
意
点
】

・
繰
下
げ
申
出
の
待
機
が
で
き
る
の
は
、

原
則
と
し
て
70
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る

月
ま
で
、
ま
た
は
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
ま
で
の
間
で
す
。

年齢 受給率 受給額（年額）

繰

上

げ

60 歳 70.0% 545,510 円
61 歳 76.0% 592,268 円
62 歳 82.0% 639,026 円
63 歳 88.0% 685,784 円
64 歳 94.0% 732,542 円

原

則
65 歳 100.0% 779,300 円

繰

下

げ

66 歳 108.4% 844,761 円
67 歳 116.8% 910,222 円
68 歳 125.2% 975,683 円
69 歳 133.6% 1,041,144 円
70 歳 142.0% 1,106,606 円

⑯市政の窓



気
づ
い
て
！
あ
な
た
の
ま
わ
り
の
高
齢
者
虐
待

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
親
な
ど
身
近
な
高
齢
者
へ
の
虐
待
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

介
護
を
す
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
「
介
護
」
と
い
う
役

割
を
背
負
い
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
に
戸
惑
い
や
イ
ラ
イ
ラ
、
疲
労
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ほ
か
の
家
族
の
手
伝
い
が
な
い
と
き

は
、
孤
独
感
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
追
い
打
ち
を
か
け
る

前
に
、
負
担
を
軽
く
す
る
な
ど
の
予
防

策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
総
合
窓
口
で
す
。
お
気
づ
き

の
こ
と
や
困
り
ご
と
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
自
ら
の
生
命
、

健
康
を
、
自
ら
損
な
う
ま
ま
放
置
し
て
い
る

状
態
）、
介
護
施
設
・
医
療
機
関
で
起
こ
る

虐
待
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
虐
待
に
あ
た
り
ま
す

身
体
的
虐
待

●
た
た
く
、
つ
ね
る
、
な
ぐ
る
、
蹴
る
な
ど

●
ベ
ッ
ド
に
し
ば
り
つ
け
る
、
意
図
的
に

薬
を
過
剰
に
与
え
る　

な
ど

心
理
的
虐
待

●
排
泄
な
ど
の
失
敗
に
対
し
て
恥
を
か
か

せ
る
な
ど

●
子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る　

な
ど

介
護
等
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

●
十
分
な
食
事
や
水
分
を
与
え
な
い
な
ど

●
お
む
つ
な
ど
を
放
置
す
る
、
劣
悪
な
状

態
や
住
環
境
の
中
に
放
置
す
る　

な
ど

経
済
的
虐
待

●
本
人
の
お
金
を
必
要
な
額
渡
さ
な
い
、

使
わ
せ
な
い
な
ど

●
本
人
の
年
金
、
預
貯
金
な
ど
を
本
人
の

意
思
に
反
し
て
利
用
す
る　

な
ど

性
的
虐
待

●
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す

る
な
ど

●
性
的
な
行
為
を
強
要
す
る　

な
ど

高齢者虐待の背景にあることは？

虐待される側
●介護が長期にわたる
●認知症の症状がある

など

虐待してしまう側
●介護負担が重い
●介護の知識・技術不足

など

過去の人間関係が
良くなかった

家族や地域社会
の援助がない

経済的な問題 など

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
40
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

　

10
月
29
日
（
月
）
午
後
１
時
８
分

（
日
本
標
準
時)

に
、
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
40
号
機
に
よ
る
温
室
効
果
ガ

ス
観
測
技
術
衛
星
2
号
「
い
ぶ
き
２

号
」
及
び
「
観
測
衛
星
ハ
リ
ー
フ
ァ

サ
ッ
ト
」
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
飛
行

し
、
打
上
げ
か
ら
約
16
分
９
秒
後
に

「
い
ぶ
き
２
号
」
を
、
約
24
分
15
秒

後
に
観
測
衛
星
「
観
測
衛
星
ハ
リ
ー

フ
ァ
サ
ッ
ト
」
を
正
常
に
分
離
し
た

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

絵
本
の
紹
介
…
『
ぼ
く
が
Ｈ
Ｔ
Ｖ
で
す

〜
宇
宙
船
「
こ
う
の
と
り
」
の
お
話
〜
』

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245★★
★

★
★★ ★

★
★★ ★ ★

　

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

う
の
と
り
」（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
）
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
描
い
た
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

絵
本
『
ぼ
く
が
Ｈ
Ｔ
Ｖ
で
す
〜
宇
宙

船
「
こ
う
の
と
り
」
の
お
話
〜
』。

　
「
こ
う
の
と
り
」
が
地
上
か
ら
宇
宙

で
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
無
事

荷
物
を
届
け
て
地
球
に
帰
還
す
る
ま

で
を
、
イ
ラ
ス
ト
と
、
や
さ
し
い
言

葉
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
」
の
写
真
や
詳
し
い

解
説
も
収
録
し
て
い
ま
す
の
で
、「
こ

う
の
と
り
」
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
年
末
年
始
の
ご
案
内

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
館

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
は
、
12
月
29
日(

土)

〜
平
成
31
年
１
月
１
日(

火)

ま
で

休
館
（
施
設
案
内
ツ
ア
ー
も
運
休
）
い

た
し
ま
す
。

▲Ｈ -ⅡＡ 40 号機
打上げ

▲宇宙科学技術館で
もご覧になれます

水
星
磁
気
圏
探
査
機
「
み
お
」

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

　

国
際
水
星
探
査
計
画
「
ベ
ピ
コ
ロ

ン
ボ
」
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
水
星
表
面
探

査
機
及
び
水
星
磁
気
圏
探
査
機
「
み

お
」
を
搭
載
し
た
ア
リ
ア
ン
５
型
ロ

ケ
ッ
ト
は
、
10
月
20
日(

土)

22
時

45
分
28
秒(

現
地
時
間)

に
、
ギ
ア

ナ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
正
常
に
飛

行
し
、
打
上
げ
か
ら
約
26
分
47
秒
後

に
両
探
査
機
を
正
常
に
分
離
し
た
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
「
ベ
ピ
コ
ロ
ン
ボ
」
は
、
約
７

年
か
け
て
水
星
に
到
着
し
、
世
界
初
と

な
る
２
機
の
探
査
機
の
周
回
軌
道
へ
の

投
入
を
行
い
ま
す
。

⑰ 市政の窓



広告 広告

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

山
口　

莉り
あ
な愛

女
輝
行

沙
也
香
塰
泊

上
妻　

琉り
の稀

女
智
博

希

現
和
下
之
町

石
川　

ひ
か
り

女
直
樹

貴
子

下
石
寺

石
井　

理り

く

と
玖
都

男
正
将

望
都
子
京
都
府

益
田　

彩あ

や

せ世

女
知
晃

美
香

城

岩
元　

舞ま
い
と斗

男
龍
一

優
子

小
牧

田
上　

梢
こ
ず
え

女
雄
大

花

若
宮

内
藤　

調と
と
じ十

男
淳
之
介
歩

寺
之
門

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
11
月
10
日
受
付
分
）

健
やや
か
な
か
な
か
ななななななななな
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
を
お
を
お
をを

祈
り
いいい
た
い
た
いいいいいいい

う
ぶ
ご

え

戸籍の窓

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

松
田　

滉
洋

中
野

松
田　

ア
イ
子

靍
見　

千
枝
子
浦
田

小
濵　

正
信

平
野　

一
成

形
之
山

平
野　

征
子

馬
場　

俊
一

松
畠

馬
場　

道
子

園
山　

広

形
之
山

園
山　

ア
キ
エ

伊
東　

恭
三
郎
浦
田

伊
東　

ヒ
サ
ヨ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
9
月
受
付
分
）

香
典
返
し
寄
附

香
典
返
し
寄
附

社
協
だ
よ

り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
11
月
10
日
受
付
分
）

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
く
や

み

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

川
迎　

朝
子

82

川
迎

芝　

捨
次

79

大
平

脇
田　

誠

77

田
之
脇

吉
田
　

ナ
ツ

101

西
俣

鎌
田　

サ
チ
子

83

下
郷

福
森　

英
身

80

松
畠

鵜
木　

キ
ミ

81

城

射
場　

君
江

88

番
屋
峯

長
瀬　

和
子

94

塰
泊

永
田　

好
美

89

庄
司
浦

橋
川　

セ
ツ
子

88

中
野

長
田　

米
藏

88

浅
川

鮫
島　

國
剛

84

住
吉
中
之
町

　
　

ハ
ル
エ

88

峯

沖
田　

ソ
デ

94

沖
ケ
浜
田

𠮷
永　

清
輝

86

桃
園

栗
田　

好
行

85

峯

宮
里　

勝
美

84

二
本
松

濵
元　

正
東

61

庄
司
浦

下
江　

一
郎

83

柳
原

武
田　

資
博

68

池
野

ご
結

婚（〜
11
月
10
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

吉
留　

文
弥　
　
　

中
西　
　

　
　

＆

櫻
井　

舞　
　
　
　

鴨
女
町

西
川　

允
雲　
　
　

松
畠　
　

　
　

＆

古
川　

春
菜　
　
　

松
畠

区　分 島内産 島外産
入荷量 34 トン 4トン（12％） 30 トン（88％）
取引額 860 万円 135 万円（16％）725 万円（84％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 306 318 3,830 737
葉 茎 菜 類 106 68 8,621 1,759
果 菜 類 163 119 2,370 1,442
そ の 他 3,590 508 5,663 1,388
小 計 4,165 1,013 20,484 5,326

果
物
類

かんきつ類 60 8 3,242 580
果 瓜 類 0 0 0 0
そ の 他 8 1 5,969 1,142
小 計 68 9 9,211 1,722

鳥卵・加工品等 164 74 616 203
花　類 16,325本 258 0 本 0

青
果
状
況
【
10
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
℡
２
２
‐
０
２
１
６

　

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
12
月
の
休
み
》　

2
日
・
5
日
・
9
日
・
12
日
・
16
日
・

19
日
・
23
日
・
24
日
・
31
日

※
一
般
寄
附　

林
家　

種
平

⑱市政の窓



広告のひろば 裏表紙へ続く
広告

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
一
人
一
点

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
に
ご
り
水
静
か
に
待
て
ば
澄
ん
で
く
る
」
お
寺
の
金
言
心
に
し
み
る

病
む
夫
の
十
月
後あ

と

に
す
わ
ら
び
苑
居
心
地
よ
さ
に
さ
り
が
た
し
け
り

わ
が
妻
の
気
に
入
り
の
花
キ
ミ
ガ
ヨ
ラ
ン
白
く
可
憐
に
ふ
た
本
咲
け
り

愛
用
の
四
Ｅ
の
靴
で
出
て
き
た
り
獲
物
さ
が
し
と
言
う
に
あ
ら
ね
ど

囲じ

ろ炉
端
で
母
の
「
団だ

ご子
汁じ

る

」「
芋
の
せ
ん
」
遠
き
あ
の
日
を
想
ふ
冬
の
夜

絵
の
よ
う
な
海
岸
線
が
に
し
ひ
が
し
小
道
に
黄
色
い
石つ

わ蕗
ぶ
き
の
花

月
桃
に
つ
る
梅
も
ど
き
吾
亦
紅
島
の
文
化
祭
花
材
は
豊
富

ハ
マ
ゼ
リ
は
み
な
が
好
む
や
完
食
す
デ
イ
弁
当
も
作
り
が
い
あ
り

墨
絵
か
と
見
紛
う
程
に
島
影
の
潮
に
の
り
ゆ
く
烏
賊
釣
り
の
船

た
じ
ろ
げ
ば
又
膝ひ

ざ

あ
た
り
お
に
や
ん
ま
牛う

し
あ
ー
け

蜻
蛉
と
追
い
し
あ
の
日
よ

夕
闇
の
湖
の
満
ち
入
る
甲
女
川
街
燈
の
火
が
水
面
を
照
ら
す

ふ
と
見
る
と
黄
金
色
の
月
見
草
健
気
に
す
ら
り
茎
を
伸
し
て

診
療
終
え
外
の
ベ
ン
チ
で
時
間
ま
ち
乗
り
降
り
介
助
有
難
き
哉か

な

昔
今
外と

つ
国
紡つ

む

ぐ
そ
の
人
は
わ
か
さ
の
丘
に
遥
か
翳か

ざ

す
や

真
夜
中
の
救
急
車
に
起
こ
さ
れ
る
月
は
皓
皓
何
事
も
無
く

芋
実
り
袋
詰
ま
り
て
安
堵
す
る

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

野
首
・
笹
川　

満
子

花
里
崎
・
園
田　

時
博

中
西
・
髙
重　

孝
子

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

西
町
・
濱
田　

千
代

上
能
野
・
福
元　

秀
義

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

白
石
・
森
ア
イ
子

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

上
古
田
・
山
下　

和
子

本
立
・
吉
永　

正

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
け
ん
す
け

暮らしの窓
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3733 4150 7883 3968
上西 241 259 500 272
下西 1054 1178 2232 1181
国上 513 561 1074 582
伊関 188 201 389 209
安納 191 209 400 223
現和 601 624 1225 671
安城 146 156 302 169
立山 49 43 92 51
中割 45 46 91 57
古田 178 219 397 198
住吉 411 460 871 491

［校区別］

［人口］
全体 15,456 人（－ 20）
男性 7,350 人（－ 8）
女性 8,106 人（－ 12）
［世帯数］
8,072 世帯（－ 8）
（　）内の数字は前月比

10月末現在人口・世帯

［火　災］
出火件数　 2 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　66件
うち急病　38件

10 月分火災・救急

発生件数　 20 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 22 人

11 月 10日現在（累計）
交通事故

広告

⑲ 市政の窓




